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令和４年 8月10日（水）

13:30～15:10（開場１３：００）
ANA クラウンプラザホテル金沢３階鳳

金沢大学 ダイバーシティ推進機構
TEL 076-234-6907
Email cd_lab@adm.kanazawa-u.ac.jp  
URL https://cdl.w3.kanazawa-u.ac.jp

【
問
い
合
せ
先
】 【主催】金沢大学ダイバーシティ推進機構

プ
ロ
グ
ラ
ム

13:30∼13:35 開会挨拶 金沢大学学長和田隆志
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
13:35∼13:40 来賓挨拶 文部科学省科学技術・学術政策局

人材政策課
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
13:40∼14:15 ダイバーシティ推進機構の紹介
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
14:15∼15:05 基調講演
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
15:05∼15:10 閉会挨拶 ダイバーシティ推進機構長山岸雅子

国連におけるダイバーシティと
インクルージョンの推進

～誰も置き去りにしない社会を目指して～

国連事務局経済社会局障害者権利条約事務局チーフ
伊東 亜紀子氏

基
調
講
演

【申込締切】
オンサイト：令和４年８月３日（水）
オンライン：令和４年８月８日（月）

https://forms.gle/cNwS76by4p7S1cws5

二次元コードまたは
下記URLより
お申し込みください

お申し込み方法

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

要事前
申し込み

・・・・・・・
参加無料

ハイブリッド形式
（対面・オンラインどちらでもご参加可能です。）
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基調講演講師

国連事務局経済社会局
障害者権利条約事務局チーフ

伊東亜紀子氏

会場へのアクセス ANAクラウンプラザホテル金沢
〒920-8518
石川県金沢市昭和町16-3
TEL 076-224-6111
FAX 076-224-6100

【送迎バス】無料
ご希望の方は申込フォーム
よりお申し込みください。

※有料駐車場の収容スペースは
59台分しかありませんので、
なるべく公共交通機関や
送迎バスをご利用ください。

JR北陸本線・IRいしかわ鉄道・北陸新幹線金沢駅下車。
金沢駅より徒歩約1分。

・金沢駅兼六園口（東口）バスターミナル降車場より徒歩約2分。
・金沢駅金沢港口（西口）バスターミナル降車場より徒歩約5分。

・富山方面からは北陸自動車道金沢東インターから約10分。
・福井方面からは北陸自動車道金沢西インターから約15分。

鉄 道

自家用車

バ ス

金沢大学は、これまで「地域に愛され世界に輝く大学」
を目指し、男女共同参画の推進と地域・社会への貢献に
取り組んできました。令和3年度に文部科学省科学技術人
材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシ
アティブ（先端型）」に選定されたことを機に、男女共
同参画の推進にとどまらない、より包括的なダイバーシ
ティ教育研究環境の整備に向けて取り組みます。
そのための礎として、令和4年4月1日に「ダイバーシティ
推進機構」を設置しました。ダイバーシティ推進機構で
は、本学の役員、教職員、学生・生徒等、本学で就労・
修学等に従事するすべての者が、相互に、性別、年齢、
人種や国籍、障がいの有無、性的指向、性自認その他の
個性を尊重し合える共生社会の実現を目指します。

国連障害者権利条約事務局責任者（国連経済社会局の障害問題、障害者権
利条約事務局チーフ）国連経済社会局社会政策開発部上席社会問題担当官、
国連経済社会局ジェンダー、障害、人権と開発フォーカルポイントも務め
る。ニューヨーク国連邦人職員会会長、国連における邦人の地位促進、女
性職員の国連事務局における平等とエンパワーメントに長年従事する。
上智大学国際関係法学科卒。シカゴ大学大学院国際関係修士、カリフォル
ニア大学バークレー校ロースクール卒業後、1990年から国連勤務（1989年
競争試験（社会開発）合格）。国連麻薬統制計画法務部に４年間勤務の後、
南アフリカ国連選挙管理、国連における女性の地位向上に携わり、経済社
会局における障害、人権とグローバルアジェンダのプログラムの責任者、
国連システムにおける障害、ジェンダー、人権と開発のフォーカルポイン
トを勤め、現在に至る。障害者権利条約事務局チーフとして女性、障害者
の人権、人権と開発の分野における研究、実務に携わる。日本、アジアの
女性のリーダーシップ育成にも関わり、梨花女子大などでも教鞭をとる。
グローバルアジェンダと誰も取り残されない社会を実現していくため、国
際社会、国内、地域社会を繋いでいく多様なステークホールダーと新たな
ネットワークを構築し、社会問題の解決策を平等とエンパワーメントに基
く新たなリーダーシップ形成を進めながら目指していく。また地域社会の
プライオリティーに沿って、グローバルアジェンダの実施に向けて知的、
人的その他の貢献を問題解決の成果に結びつけていくプラットフォームを
設立、バックアップしていく。
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